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不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄
物
処
理
法
で
定

め
ら
れ
た
方
法
以
外
で
廃
棄
物
を
処
理
す

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。〝
ポ
イ
捨
て
〞や〝
ご

み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
行
為
〞
も

こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
す
る
と
、
山
林
や
河
川
な

ど
の
自
然
環
境
が
破
壊
さ
れ
、
地
域
生
活

や
農
作
業
、
公
共
交
通
、
災
害
防
止
な
ど

に
多
大
な
支
障
を
来
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
は
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

を
守
り
、
適
正
な
ご
み
処
理
を
心
が
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ほ
ん
の
一
部
の

人
が
、
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
の
も
事
実

で
す
。

問
合
先　
市
廃
棄
物
対
策
課

10 月は北海道で定める廃棄物適正処理推進月間です

　
市
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
郵

便
局
、
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
と
の
協
定
に

よ
り
、
監
視
連
絡
体
制
を
強
化
し
て
不
法

投
棄
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
不
法
投
棄
が
多
い
地
区
に
は
啓

発
看
板
を
設
置
し
、
重
点
的
に
巡
回
す
る

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
、
発
生
か
ら
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
て
原
状
回
復
が
難
し
く
な
る
た

め
、
早
期
発
見・早
期
対
応
が
重
要
で
す
。

　
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る

も
の
を
発
見
し
た
場
合

は
、
触
ら
ず
速
や
か
に
、

市
廃
棄
物
対
策
課
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
産

業
廃
棄
物
は
、
次
の
産
廃

110
番
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●廃プラスチック（合成樹脂、繊維、合成ゴムくず、
タイヤ、ビニール、ポリ容器など）
●金属くず（スチールロッカー、イスなどの金属製
事務備品、配管、配線、鉄くずなど）
●ガラスくず（ガラス類、耐火レンガ、コンクリー
トくず、石膏ボードなど）
●燃え殻（石炭がら、炉清掃廃棄物など）
●汚泥（工場排水の処理、製造業の製造工程で生ず
る泥状のもの）

●廃油（潤滑油、作動油系廃油など）
●廃酸（廃硫酸、廃塩酸など全ての酸性廃液）
●廃アルカリ（廃ソーダ液、写真現像液など全ての
アルカリ性廃液）
●ゴムくず（天然ゴムくず）
●鉱さい（鋳

いもの
物廃

はい さ
砂、電炉等溶解炉残さいなど）

●がれき類（工作物の新築、改築または除去に伴っ
て生じたコンクリート、レンガの破片など）
●ばいじん（集

しゅうじん
塵施設で集められたばいじん）

あ
っ
！
そ
れ
、
犯
罪
だ
よ

産業廃棄物（あらゆる事業活動に伴うもの）
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不法投棄の罰則は？

　不法投棄した場合、5年以下の懲役または 1,000 万円（法人には 3
億円まで加重ができる）以下の罰金または併科が設けられています。
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